
2025大阪・関西万博「日本の自然のショーケース」実現プロジェクト（令和3年度）

大阪・関西万博は日本の万博！！ 日本全体で作り上げる！

150の国と25の国際機関をはじめ、企業やNGO/NPO、市民団体等が、世界中から「いのち輝く未来社
会」への取り組みを持ち寄り、SDGsの達成とその先の未来を描き出します。
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①いのちをテーマに展開
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■多彩な参加形態
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■未来社会のショーケース、日本の豊かな自然ショーケース

コンセプトである「People’s Living Lab（未来社会の実験場）」に基づき、カーボンニュートラル、デジ
タル技術、次世代モビリティなど、最先端の技術や社会システムを会場や運営、展示等に活用する未来
社会ショーケース事業を行います。
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日本各地の自然や木材の活用及び「日本の自然のショーケース」としての情報発信

日本各地の自然や木材の活用を推進するとともに、日本各地の自然や日本発の先進的環境技術等の情報
を発信する「日本の自然のショーケース」の実現に向け準備を進める。
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①2025大阪・関西万博会場
メイン会場の円周大回廊（全長約2㎞）の
木質化、静けさの森へ提言など関与
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全体の事業に環境の観点を
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①2025大阪・関西万博会場
会場パビリオンの木質化やリユース・リサイクル

②全国自治体を中心としたリユース場所の計画
③万博会場、パビリオン、WEB上などで紹介、
広く世界へ発信するための計画を策定

■各種スケジュール

・土地造成 2020年度～2022年度末

・会場内基盤 設計：2021年度～2022年度上期
インフラ

工事：2022年度下期～2024年度末

・パビリオン 設計：2021年度～2022年度末

工事：2023年度～2024年度末

※2025大阪・関西万博開催期間

2025年4月13日（日）～10月13日（月）
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大阪・関西万博

プレイベント

・自然関連の国際的学会招致

・展示会の実施（予定）

2025大阪・関西万博

・チームEXPOの活動への参画

・「日本の自然のショーケース」となる

露出・情報発信検討

横浜・花博
（国際園芸博覧会）

SDGs達成目標年

・みどりのプロジェクト

SDGs総括イベントの実施

日本国内におけるゼロ

カーボンの達成

日本の守るべき緑を次
世代へ継承

地球環境の保全

オールジャパンの
取り組み

環境を意識した
新たな取り組み・
商品価値創造

新産業・新ビジネスの
創造

SDGsの実現

New Normalな
地方創生・観光立国の

実現

世界へ貢献

世界に向けた長期展望


